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研究成果の概要（和文）： 本研究では、「関係の媒体としての音楽実践の中から生み出される高齢者『ケ
ア』」について、国内のある介護つき高齢者居住施設において実践・検証を行い、個人セッション2事例、家族
を含めた個人セッション1事例、オープングループセッション1事例を詳細に分析した。分析に当たっては、既存
の解釈主義的研究方法に加えて「代弁的語り直し」、「表象芸術媒体を用いた研究的対話」という新しい方法を
創案・使用した。また、コロナ禍による大幅な制限下の実践に関する知見や論考も著した。
 以上により「音楽による『ケア』」の様態の一側面と、その研究・共有方法についての議論の基盤を築くこと
ができた。

研究成果の概要（英文）：      In this study, "elderly 'care' practiced with music as a medium of 
relationship" as one form of music therapy, was practiced and examined at a nursing home in Japan.  
As the outcomes, two individual sessions, one individual session including family members, and one 
open group session were analyzed in detail.  In the analyzing process, in addition to existing 
interpretivist research methods, two experimental approaches evolved, such as "re-narrating the 
experiences on behalf of the person" and "dialogue using expressive art media.” 
     Not in the first plan, the study went through the severe restrictions caused by COVID-19 
pandemic, but the researcher also reported the process and the findings how to cope it and to make 
fruit out of the challenges in terms of music and relationship. 
     The study laid the groundwork for the further discussion of "musical 'care'" and for knowing 
and sharing the phenomena on the musical/care field.

研究分野：音楽療法、音楽臨床

キーワード： 音楽療法　高齢者ホーム　関係の媒体　共創　ケア　COVID-19禍

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、要介護高齢者の「その人固有の経験」「生物学的生の時間軸と音楽による『ケア』の時間軸の絡み
合い」「音楽療法士や家族も含めた参加者の相互変化」を軸とした、音楽療法の一領域の指標を提示した。高齢
者の音楽療法が「心身の諸機能の部分的変化」か「不適応行動の少ない平穏な時間」に二極化しがちな状況にあ
って、新たな実践の筋道の可能性を開いたことに社会的意義がある。
 さらにその研究を「生態学的妥当性」、「多様なデータ・ソース」、「実践と検証と共有の循環」によって進
める過程で実験的な分析手法を取り入れ、普遍性と局所性の間に位置する「参加者の経験」に留まる試みをした
ところに学術的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
音楽療法において、音楽という媒体による療法的関わりが対象者と周囲の人に新しいできごと

を起こして関係を変化させることに注目し、「音楽による『ケア』」という概念を仮設した。そし

て、研究者が音楽療法士として勤務する認知症高齢者居住施設において「音楽による『ケア』」

を実践し、その経時的かつ社会的な事象をエスノグラフィー的に検証・共有しようとした。ただ

し 2020 年 3 月以降は COVID-19 禍のため、実践と共有が極度に制限される中での研究となった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、国内のある認知症高齢者居住施設における音楽による『ケア』の様態を、個

別ケースの時系列の詳細な分析によって明らかにし、「関係の媒体としての音楽実践の中から生

み出される高齢者『ケア』」というあらたな研究指標を提示することである。 
 
３．研究の方法 
生態学的妥当性を基本とし、実践記録、ジャーナル、関係者の会話及び業務連絡記録、録画・

録音などの多様なデータ・リソースの分析・関連付けによって研究を進めた。そして、【実践】

【検証】【共有】を循環することを独自的な方法とした。研究手順については、お茶の水女子大

学・人文社会科学の倫理審査委員会の承認を得た。 

本研究の進行と並行して、音楽療法実践の解釈主義的研究方法について国内外の専門家と議論

を重ね、「臨床の現実から出発して、研究方法そのものを調整・創造していく」必要性や「その

際の対話の意義」が見出された。その結果、本研究では解釈主義的研究の既存の方法に加え、あ

らたに「代弁的語り直し」と「表象芸術媒体を用いた研究的対話」という方法を創案・使用した。

「代弁的語り直し」とは、「（音楽療法実践者が）その人（実践対象者）と継続的に、多面的に、

親密に、自分ごととして交わっている経験から、その人の身になって思いを想像し、代弁する語

り」と定義される（4.研究成果(2)【検証】③参照）。また「表象芸術媒体を用いた研究的対話」

では、「二人称への語りかけの形態をとった事例ストーリーの再構築」、「詩による表現」、「影絵

の共同制作」を行い、それらを媒体とする対外的な対話を取り入れた（4.研究成果(2)【検証】

②、 (3)【共有】参照）。 

 
４．研究成果 

(1)【実践】 

COVID-19 禍のために研究期間の約 75%は対面実践ができず、また本研究の重要な視点の一つで

あった、対象者の生活場面の情報収集もほぼ不可能であった。一方、2020 年 12 月から 2022 年

8月まで、対面の代替手段として行ったオンライン音楽療法実践は、その非常的様態ゆえに本研

究の思考過程にさまざまなヒントをもたらした(4. 研究成果(4)参照。) 

(2)【検証】 

オンラインも含めたすべての【実践】を記録・検証し、その中から、対面で行われた①個人セ

ッション 2 事例、②家族を含めた個人セッション 1 事例、③オープングループセッション 1 事

例を詳細に分析した。 

① 個人セッション 2 事例 



日常の介護場面で困難があ

った Aさん、Bさん二人の高齢

者の終末期（それぞれ 8 ヶ月、

2ヶ月）に、音楽療法士である

研究者が「音楽による『ケア』」

で関わった経過を分析解釈し

た。その結果、対象者とその物

理的環境、家族、介護・看護

スタッフの関係は、図１、図

２のように変化していったこ

とが考察された。すなわち、

音楽療法士という他者が音楽

を介して個人的に関わること

で、非言語的な領域の意味体

験をまきこみながら、可能な

範囲の言語的コミュニケーションが活性化され、その人の世界は他者関係においても物理的環

境においても大きく揺り動かされた。そこから、自己との関係の再確認・再構築・変容が起きて

いた。しかもそうした変化は、その人が持っている認知症症状やコミュニケーション困難にもか

かわらず、なんらかの形で記憶され、積み上がっていた。 

また、これらの「音楽による『ケア』」では、対象者の個人的な意味体験を伴った音楽を、即時

的かつ俯瞰的に用いる必要性があったことが浮かび上がり、それについて論じられた。こうした

音楽の使い方をすることによって、Aさんの事例では、音楽療法士との親密な時空間に成立した

世界を深く追求することが、Bさんの事例では、激変する介護状況に合わせた臨機応変な設定が

可能になった。その結果、「音楽による『ケア』」のもたらした成果が、家族、スタッフなどケア

コミュニティ全体にも共有されたことが考察された。  

 

② 家族を含めた個人セッション 1 事例 

終末期に入った対象者とその弟二人による「音楽による『ケア』」の 10ヶ月の経過のデー

タ・リソース（3.研究の方法 参照）を、4つのテーマ「音楽を共有する」「関わり合う」「身体

的衰退と死を意識する」「プロセスを俯瞰し積み重ねる」、及び、各数個ずつのサブテーマでコ

ード分析した。その結果、＜音楽による、参加者の間のコミュニティの形成＞＜互いの身体、

感情、考えを集中して受け取り合う物理的時間＞、＜偶発性、行き違い、断片化、不足も含

め、全員が作る音楽＞、＜音楽の、無音・身体感覚までの拡大＞、＜音楽療法士の役割：全員

のリソースを活用した共時空間の保持;兄弟間の真正の・新しい関わりの提案;共時空間の内と

外;渦中と俯瞰のゲートキーパー＞、＜参加者たちの個人的生の相互的な浮上、尊重しあい＞、

＜ケアする人とされる人の境界線の曖昧化＞という上位概念によって、事例が俯瞰された。 

さらに上述 4つののテーマのひとつ「関わり合う」のサブテーマ「時空間＝場の広がりと共

有」に特にスポットを当て、「ケアの共同性」について解像度を上げて分析した。その結果、＜

共時空間の構成員：音楽を介して目の前に居る人＞、＜共時空間が成立するプロセス：内発

性、協働、調整＞、＜個人・公共を含む時空間の連結、越境、あるいは連続＞、＜音楽による

共時空間における人の布置や関わりの変化：日常生活の前提条件の弱まり＞、＜ケアの呼応

性、相互性、脱中心化、構造的境界線の曖昧化＞、＜ケアの内面化」という６つの視点を得

図 1 A さんを中心とした関係において媒体としての音楽が促した変化 
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図 2 B さんを中心とした関係において媒体としての音楽が促した変化 
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て、それぞれ論考した。 

以上の詳細なコード分析をふまえて、この事例は「表象芸術媒体を用いた研究的対話」へと発

展した（3.研究の方法、4.研究成果(3)【共有】参照））。 

 

③ オープングループセッション 1 事例 

研究者によって「まちかどの音楽家」と名付けられているこの事例の実践スタイルは、施設を

入居者たちの生活の場＝街と捉えて、音楽療法士の方から訪問するものである。そして、その時

その場で、必要性・可能性・気持ちの合った入居者と関わりの発端を作り、即興的・オープンに

音楽活動を展開する。 

本研究では、それぞれの生活ペースと意思によってデイルームに集まった 4人の入居者と音楽

療法士が場を共創した、ある日の事例を取り上げた。そして、音楽療法士も含む参加者たちが、

能力、強み、パーソナリティ、主張、こだわり、本音、その人らしさ、居ずまいといった個々の

リソースを発揮した時空間に注目しながら、「音楽による『ケア』」の一形態として分析した。 

分析過程では、まず時系列の流れが、「3人の場の出現」「4人の場の出現」「多重感覚によるか

み合い」「個々の没頭と『内輪』の出現」「ふれあうアソビの冒険」「ひらかれたアソビの冒険」

「『ズレ』の散発」「自他と直接触れる歌」「終盤の予感と『内輪』の深堀り」というキーワード

で解釈された。 

その中でとくに「『ズレ』の散

発」の場面にスポットを当て、

記述記録の「代弁的語り直し」

（3.研究の方法 参照）と、

SCAT(Steps for Coding and 

Theorization)を援用して分析

した。これによって、4人の参

加者とファシリテーターとし

ての音楽療法士がそれぞれ経

験していたことが綿密にひも

とかれ、場面全体は、＜『お互

いにわからないということ』を共創の種にして、育てる＞という上位概念で俯瞰された（図 3）。 

  

(3)【共有】 

当初計画していた対象者の家族や介護スタッフとの対話による共有は、COVID-19 禍における

安全性確保と、危機的な介護状況の中でデリケートなインタビューをすることへの倫理的配慮

のために困難だった。他方、研究プロセスや結果は、論文、発表、講演を通じて数多く共有した

が、一方通行になりがちなオンライン設定においては、オープンな対話は難しかったと言わざる

を得ない。 

しかし、より自由な設定のラウンドテーブルや研究者主宰の対話会では、今後の研究の示唆と

なる見解が多く得られた。とくに、研究期間の最後期に行った②の事例の「表象芸術媒体を用い

た研究的対話」（4.研究成果【検証】②参照）では、参加者からの個人的洞察が豊かに共有され

た。ここでは「3.研究の方法」に関連し、「実践者にとっての研究」における「共有」の重要性

が明らかになった。すなわち、 

- 実践者にとってのリサーチとは、確定した結論の抽出より、「なんども・多様なアングルで

図 3 「まちかどの音楽家」の一場面における「音楽による『ケア』」の様相 
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歩き回れること」と親和性がある。 

- 実践者が現場で起動している感性をフルに活かして交流するためには、「その人自身の個と

しての経験」に直接踏み込める媒体が有用である。 

- 「正しさ」を軸にしないことによって、共有しようとする事象へのアクセシビリティが圧倒

的に深まり、研究的交流が促進される。 

- 一般的な研究の世界では、言語になることと、言語にならないことの間に、無意識のヒエラ

ルキーが形成されている。またひとつの言語はひとつの「思考体系」を内包し、言語間にも

ヒエラルキーがある。その限界を認識し、新たな研究方法に踏み出す必要がある。 

そして、これまでの音楽療法研究が、厳格に組み上げられた理論や絶対的数値のエビデンスとい

った「普遍性」と、個別的事例といった「局所性」の対比で語られ、この二つを「普遍的理論を

構築するための局所的事例」「局所的事例の説明責任を果たすための普遍的理論」のように直線

的に行き来することが慣例であったのに対し、その二つの対比の間には、単なる通路ではない

「実践者の経験・人間と人間の話」の「あわい」があり、それを音楽療法の根幹とみなす視点が

示唆された。 

 

(4) COVID-19 禍の中での音楽療法実践とその経験の考察 

 対象施設における対面音楽療法が中止となった後、本研究の実践は、「終末期の音楽による『ケ

ア』に間に合わせるための録音音源の送付」、「日常場面での録音音源による『井戸端的音楽療法』

（音楽療法士による生録音演奏を再生装置によってデイルームなどでかけ、周りに入居者が集

まって耳を傾けること）」、「入居者へのオンラインセッション」、「入居者と、施設外に居住する

家族を含めたオンラインセッション」といった経過をたどった。そこで、その手法の詳細、オン

ラインセッションという未曾有の形態の「音楽による『ケア』」に対する要介護高齢者の反応、

認知力や知覚の使い方の特徴、関係性の継続に関する考察を報告した。またこの突発的な環境の

変化を通じて、「あらためて、なぜ、誰のための音楽療法なのか」「音楽か、関わりか」「音楽に

とって『不自然な』環境を乗り切る意味」などを論考した。 

 

(5)結語 

本研究の目的、「認知症高齢者居住施設における音楽による『ケア』」の様態のいくつかの側面

が、３つの異なる実践形態の分析において明らかにされた。これによって、「関係の媒体として

の音楽実践の中から生み出される高齢者『ケア』」というあらたな研究指標が提示され、さらに

議論していくための論点が明らかになったと考える。 
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